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近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
「
産
巣
日
神
」
を
め
ぐ
っ
て
斎
藤
英
喜
〔
抄
録
〕
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
は
、
近
代
的
な
古
事
記
研
究
の
先
駆
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
『
古
事
記
』
そ
の
も
の
が
大
き
く
読
み
替
え
ら
れ
、
作
り
替
え
ら
れ
て
い
く
「
神
話
の
再
解
釈
・
再
創
造
」
の
実
践
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
を
、
天
地
に
先
立
っ
て
天
地
を
生
み
成
す
神＝
産
巣
日
大
御
神
へ
と
読
み
替
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
天
地
創
成
の
主
宰
神
を
探
求
す
る
知
の
運
動
は
、
近
世
前
期
の
垂
加
神
道
か
ら
遡
っ
て
、
中
世
後
期
の
吉
田
兼
倶
の
神
道＝
「
中
世
神
話
」
へ
と
系
譜
的
に
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
『
古
事
記
伝
』
を
中
世
神
話
の
系
譜
と
と
も
に
、
近
世
社
会
に
屹
立
す
る
「
近
世
神
話
」
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
で
、
近
世
思
想
史
研
究
と
は
異
な
る
『
古
事
記
伝
』
へ
の
あ
ら
た
な
視
界
を
開
い
て
い
く
。
キ
ー
ワ
ー
ド
中
世
日
本
紀
、
近
世
神
話
、
天
地
創
成
神
、
虚
無
大
元
尊
神
、
吉
田
神
道
は
じ
め
に
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
一
）
の
『
古
事
記
伝
』
全
四
十
四
巻
は
、
近
代
的
な
古
事
記
研
究
の
先
駆
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
一
方
、『
古
事
記
』
そ
の
も
の
を
逸
脱
す
る
過
剰
な
解
釈
、
誤
読
、
曲
解
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
「
皇
国
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
の
「
宣
長
神
学
」
が
介
在
す
る
こ
と
や
、「
日
本
」
に
た
い
す
る
「
自
己
言
及
」
的
な
言
説
と
し
て
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
思
考
を
呪
縛
す
る
問
題
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。『
古
事
記
』
そ
の
も
の
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
見
地
か
ら
否
定
的
な
評
価
が
く
だ
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る１
）
。
こ
う
し
た
思
想
史
プ
ロ
パ
ー
の
研
究
に
た
い
し
て
、
本
稿
で
は
「
近
世
神
話
」
と
い
う
視
点
か
ら
『
古
事
記
伝
』
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
探
り
た
い２
）
。
踏
ま
え
る
べ
き
は
、
近
年
の
「
中
世
日
本
紀
」「
中
世
神
話
」
の
研
究
動
向
で
あ
る３
）
。
従
来
、「
日
本
神
話
」
と
い
え
ば
、『
記
』『
紀
』
神
話＝
古
代
神
話
を
対
象
と
二
一
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
し
て
き
た
が
、
近
年
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
に
た
い
す
る
多
様
な
注
釈
言
説
を
通
し
て
、
あ
ら
た
に
創
造
さ
れ
て
い
っ
た
「
中
世
神
話
」
の
世
界
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
を
め
ぐ
る
傍
注
・
割
注
か
ら
は
じ
ま
り
、「
日
本
紀
注
」
と
い
う
形
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
注
釈
行
為
の
な
か
で
、
原
典
た
る
『
日
本
書
紀
』
に
は
還
元
で
き
な
い
、
中
世
固
有
の
神
話
世
界
が
作
り
出
さ
れ
た
地
平
を
積
極
的
に
評
価
す
る
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
荒
唐
無
𥡴
、
牽
強
付
会
と
否
定
的
に
扱
わ
れ
て
い
た
「
日
本
紀
注
」
の
世
界
が
、「
即
位
潅
頂
」
と
い
う
中
世
王
権
の
儀
礼
・
言
説
と
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
伊
勢
や
吉
田
な
ど
の
神
道
言
説
と
結
合
す
る
こ
と
で
、「
神
」
な
る
も
の
を
め
ぐ
る
独
自
な
「
神
学
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る４
）
。
こ
う
し
た
「
中
世
日
本
紀
」「
中
世
神
話
」
の
研
究
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
見
地
か
ら
の
中
世
宗
教
史
研
究
（
顕
密
体
制
論
な
ど
）
へ
の
再
考
を
促
す
と
と
も
に
、『
記
』『
紀
』
神
話＝
古
代
神
話
に
限
定
さ
れ
な
い
「
神
話
研
究
」
の
あ
ら
た
な
可
能
性
を
切
り
開
い
た
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
本
稿
が
提
示
す
る
「
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』」
と
い
う
視
座
は
、
こ
う
し
た
中
世
日
本
紀
、
中
世
神
話
の
研
究
動
向
を
踏
ま
え
る
。
中
世
の
「
日
本
紀
注
」
が
注
釈
行
為
を
通
し
て
「
中
世
神
話
」
と
い
う
固
有
の
神
話
言
説
を
創
造
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、『
古
事
記
伝
』
の
注
釈
世
界
に
、「
近
世
神
話
」
創
造
の
可
能
性
を
探
り
だ
す
方
法
的
視
点
で
あ
る
。
近
世
と
い
う
時
代
固
有
の
神
話
の
再
解
釈
・
再
創
造
の
実
践
と
し
て
『
古
事
記
伝
』
を
読
み
直
す
こ
と
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
古
事
記
伝
』
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
『
古
事
記
』
か
ら
逸
脱
し
、
拡
大
解
釈
さ
れ
た
と
い
う
「
産
巣
日
神
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
」
の
注
釈
言
説
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
「
近
世
神
話
」
と
し
て
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
の
認
識
は
、「
凡
て
物
を
生
成ナ
す
こ
と
の
霊
異
ク
シ
ビ
な
る
神
霊
ミ
タ
マ
を
申
す
な
り
」
『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
と
い
う
解
釈
か
ら
は
じ
ま
り
、「
世ヨノ
間ナカ
に
有
と
あ
る
こ
と
は
、
此
天
地
を
始
め
て
、
万
の
事コ
業ト
も
悉
に
皆
、
此
二
柱
の
産
巣
日
ム
ス
ビ
大
御
神
の
産
霊
に
資ヨリ
て
成
出
る
も
の
」
と
天
地
創
世
に
先
立
つ
根
源
的
な
生
成
神
へ
ま
で
拡
大
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
人
間
の
道
徳
的
善
性
も
産
巣
日
神
に
よ
っ
て
賦
与
さ
れ
た
と
説
く
こ
と
で
、
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
は
、
中
世
の
伊
勢
、
吉
田
神
道
以
来
の
「
国
常
立
尊
」「
天
御
中
主
尊
」
な
ど
の
主
要
な
機
能
を
継
承
す
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る５
）
。
以
下
、
そ
の
議
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
さ
ら
に
中
世
に
お
け
る
超
越
神
、
根
源
的
一
者
を
め
ぐ
る
「
神
学
」
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
な
か
で６
）
、「
近
世
神
話
」
と
し
て
の
「
産
巣
日
神
」
の
位
相
を
探
索
し
て
い
き
た
い
。
一
読
み
替
え
ら
れ
た
「
天
地
創
世
神
話
」
変
貌
す
る
「
産
巣
日
神
」
ま
ず
は
、『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
「
産
巣
日
神
」（
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ７
）
）
の
姿
を
見
て
み
よ
う
。
天
地
創
世
神
話
で
あ
る
。
〔
Ⅰ
〕
天
地
初
め
て
発あらはれ
し
時
に
、
高
天
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
。
次
に
高
御
産
巣
日
神
。
次
に
神
産
巣
日
神
。
此
の
三
柱
の
神
は
、
並
び
に
独ひとり
神がみ
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
き
。
〔
Ⅱ
〕
次
に
、
国
稚
く
浮
け
る
脂
の
如
く
し
て
、
く
ら
げ
な
す
た
だ
よ
へ
る
二
二
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
時
に
、
葦あし
牙かび
の
如
く
萌
え
騰
が
る
物
に
因
り
て
成
り
し
神
の
名
は
、
宇う
摩ま
志し
阿あ
斯し
訶か
備び
比ひ
古こ
遅ぢの
神かみ
。
次
に
、
天
之
常
立
神
とこたちのかみ
。
此
の
二
柱
の
神
も
、
亦
、
並
に
独
神
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
き
。
『
古
事
記
』
上
つ
巻
）
便
宜
上
ふ
た
つ
の
段
落
に
わ
け
た
。
産
巣
日
神
が
登
場
す
る
の
は
〔
Ⅰ
〕
の
パ
ー
ト
で
あ
る
。
天
地
が
始
ま
っ
た
と
き
に
、「
高
天
原
」
と
い
う
古
代
ヤ
マ
ト
の
天
上
空
間
に
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
・
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
神
が
出
現
し
た
と
い
う
の
が
、『
古
事
記
』
の
語
る
神
話
世
界
で
あ
る
。
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
の
「
ム
ス
ヒ
」
に
つ
い
て
、
宣
長
は
苔
ム
ス
、
草
ム
ス
、
ム
ス
コ
（
息
子
）、
ム
ス
メ
（
娘
）
に
通
ず
る
自
然
の
物
事
の
生
成
と
、「
ヒ
」
と
い
う
霊
力
の
語
の
結
合
と
説
く
。
現
代
の
古
事
記
研
究
者
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
解
釈
だ
。
し
か
し
宣
長
は
、「
生
成
の
霊
力
」
と
い
う
抽
象
的
な
認
識
を
超
え
て
、
産
巣
日
神
を
天
地
・
世
間
・
万
物
を
創
成
す
る
主
宰
神
で
あ
る
よ
う
に
拡
大
解
釈
し
て
い
く
。
そ
れ
を
導
く
の
は
、
産
巣
日
神
が
天
地
生
成
に
先
立
つ
存
在
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
此
神
た
ち
は
、
天
地
よ
り
も
先
立
ち
て
成
坐
つ
リ
シ
れ
ば
【
天
地
の
成
る
こ
と
は
、
此
次
に
あ
れ
ば
、
此
神
た
ち
の
成
坐
る
は
、
其
よ
り
前
な
る
こ
と
知
べ
し
】
た
ゞ
虚
空
中
オ
ホ
ゾ
ラ
に
ぞ
成
坐
し
け
む
…
。
『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
産
巣
日
神
た
ち
は
天
地
が
造
ら
れ
る
以
前
の
「
虚
空
中
」
に
出
現
し
た
。
つ
ま
り
産
巣
日
神
の
ほ
う
が
天
地
の
生
成
よ
り
も
先
に
生
ま
れ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
し
か
し
〔
Ⅰ
〕
の
記
述
に
あ
る
と
お
り
、『
古
事
記
』
の
本
文
で
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
は
天
地
生
成
の
あ
と
に
「
高
天
原
」
に
出
現
し
た
神
で
あ
っ
た
。
宣
長
の
解
釈
は
あ
き
ら
か
に
『
古
事
記
』
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
宣
長
は
、「
高
天
原
に
成
り
し
」
と
あ
る
の
は
、
後
に
神
々
が
高
天
の
原
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
時
点
か
ら
記
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
、
ま
さ
に
強
弁
を
弄
し
て
い
く
。
あ
く
ま
で
も
、
産
巣
日
神
は
天
地
の
生
成
以
前
の
、
な
に
も
な
い
「
虚
空
中
」
に
忽
然
と
出
現
し
た
神
で
あ
る
と
、
宣
長
は
主
張
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
宣
長
は
天
地
生
成
以
前
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
天
地
未
生
の
虚
空
中
に
出
現
し
た
「
産
巣
日
神
」
の
ム
ス
ヒ
の
力
が
天
地
を
生
み
成
し
た
と
説
く
か
ら
だ
。
こ
こ
に
ま
さ
に
『
古
事
記
』
か
ら
読
み
替
え
ら
れ
た
、
あ
ら
た
な
産
巣
日
神
の
相
貌
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
幻
視
さ
れ
る
天
地
生
成
の
光
景
宣
長
は
〔
Ⅰ
〕
の
「
天
地
初
め
て
発
れ
し
時
に
…
」
と
い
う
『
古
事
記
』
冒
頭
の
記
述
は
、「
此
世
の
初
を
お
ほ
か
た
に
云
る
文
」
に
す
き
ず
、「
天
と
地
と
の
成
れ
る
初
は
、
次
の
文
に
あ
れ
ば
な
り
」
と
説
く
。『
古
事
記
』
の
「
天
地
初
め
て
発
れ
し
時
…
」
は
天
地
創
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
天
地
が
造
ら
れ
る
過
程
は
、
そ
の
あ
と
に
記
さ
れ
る
と
い
う
の
だ
。
そ
れ
が
〔
Ⅱ
〕
の
パ
ー
ト
で
あ
る
。
現
代
の
古
事
記
研
究
で
は
、〔
Ⅱ
〕
の
記
述
は
、
高
天
の
原
に
三
神
が
出
現
し
た
あ
と
に
続
い
て
、「
国
」（
地
）
の
ほ
う
は
、
ま
だ
世
界
と
し
て
確
定
せ
ず
、
浮
い
た
脂
の
よ
う
に
漂
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
捉
え
る
の
が
、
通
説
で
あ
る８
）
。
し
か
し
宣
長
は
、
こ
こ
に
虚
空
の
な
か
か
ら
天
と
地
が
分
離
し
て
い
く
過
程
を
読
み
取
っ
て
い
く
の
だ
。
二
三
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
さ
て
此
浮ウキ
脂アブラ
の
如
く
漂
蕩
タ
ダ
ヨ
へ
り
し
物
は
、
何
物
ぞ
と
云
に
、
是
即
天アメ
地ツチ
に
成
る
べ
き
物
に
し
て
、
其
天
に
成
べ
き
物
と
、
地
に
成
べ
き
物
と
、
未
分
れ
ず
、
一
に
淆マジ
り
て
沌ムラ
か
れ
た
る
な
り
。
（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
抑
彼
浮
脂
の
如
く
な
る
物
は
、
天
と
地
と
未
分
れ
ず
し
て
、
た
ゞ
先
一ヒト
沌
マロカレ
に
成
れ
る
に
て
、
其
中
に
天
と
な
る
べ
き
物
は
、
今
萌モエ
騰アガ
り
て
天
と
な
り
、
地
と
な
る
べ
き
物
は
、
遺
り
留
り
て
、
後
に
地
と
な
れ
る
な
ら
ば
中
略
）是
正
し
く
天
地
の
分
れ
た
る
な
り
。
（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
浮
い
た
脂
の
よ
う
に
漂
っ
て
い
る
の
は
「
国
」
の
こ
と
で
は
な
い
。「
天
地
」
に
成
る
べ
き
も
の
が
、
ま
だ
天
と
地
に
分
離
せ
ず
、
混
沌
と
し
た
状
態
で
漂
流
し
て
い
る
「
物
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
漂
っ
て
い
る
「
物
」
は
「
虚
空
中
」
に
存
在
し
た
。
何
も
な
い
虚
空
の
な
か
に
、
浮
い
た
脂
の
よ
う
な
、
ク
ラ
ゲ
の
よ
う
な
「
物
」
が
漂
っ
て
い
る
。
そ
の
「
物
」
は
「
一
に
淆
り
て
沌
か
れ
た
る
」、
す
な
わ
ち
未
分
化
な
混
沌
と
し
た
何
か
で
あ
る
。
そ
の
「
物
」
か
ら
天
と
地
が
分
離
・
生
成
し
て
い
く
。
葦
の
芽
が
自
然
に
萌
え
あ
が
る
よ
う
に
「
天
」
は
、
形
成
さ
れ
、
残
り
留
ま
る
も
の
が
「
地
」
を
形
成
し
た
。
天
地
の
分
割
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
う
し
た
宣
長
の
注
釈
は
あ
ま
り
に
も
強
引
だ
ろ
う
。
ま
さ
に
曲
解
・
誤
読
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
し
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
宣
長
の
注
釈
は
『
日
本
書
紀
』
の
陰
陽
説
に
も
と
づ
く
天
地
開
闢
神
話
を
下
敷
き
に
し
て
い
た
の
で
あ
る９
）
。
あ
ら
た
め
て
『
日
本
書
紀
』
正
文
の
冒
頭
、
天
地
開
闢
神
話
を
ひ
こ
う
。
古
に
天
地
未
だ
剖わか
れ
ず
、
陰
陽
分
れ
ず
、
渾
沌
に
し
て
鶏
子
の
如
く
、
溟めい
幸けい
に
し
て
牙きざしを
含
め
り
。
其
の
清
陽
な
る
者
は
、
薄
靡
た
な
び
き
て
天
に
為
り
、
重
濁
な
る
者
は
、
淹とど
滞こほ
り
て
地
に
為
る
に
及
り
て
、
精
妙
の
合がふ
搏せん
す
る
こ
と
易
く
、
重
濁
の
凝ぎょう
竭けつ
す
る
こ
と
難
し
。
故
、
天
先
づ
成
り
て
地
後
に
定
ま
る
。
然
し
て
後
に
神
聖
其
の
中
に
生な
れ
り
。
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
正
文
）
『
日
本
書
紀
』
正
文
で
は
、「
古
に
天
地
未
だ
剖
れ
ず
…
…
」
と
天
地
未
生
の
「
混
沌
」
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
に
陰
陽
の
気
が
生
じ
、
軽
い
陽
の
気
が
上
昇
し
「
天
」
を
構
成
し
、
一
方
重
た
い
陰
は
留
ま
っ
て
「
地
」
を
な
し
た
。
そ
こ
に
初
め
て
「
神
聖
」
が
出
現
し
た
。
さ
ら
に
天
地
の
な
か
に
「
一
物
」
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
と
呼
ば
れ
る
…
…
と
続
く
。
こ
う
し
た
天
地
創
世
神
話
が
、
中
国
の
陰
陽
説
に
も
と
づ
き
、『
淮
南
子
』『
三
五
暦
記
』
な
ど
の
文
章
を
切
り
貼
り
し
て
作
ら
れ
た
も
の
と
い
う
解
釈
は
、
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
宣
長
は
、
陰
陽
説
に
も
と
づ
く
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
を
徹
底
的
に
否
定
し
て
い
く
。『
日
本
書
紀
』
冒
頭
の
神
話
は
「
是
は
み
な
漢
籍
ど
も
の
文
を
、
こ
れ
か
れ
取
集
て
、
書
加
へ
ら
れ
た
る
、
撰
者
の
私
説
に
し
て
、
決
て
古
の
伝
説
に
は
非
ず
」（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
）
と
い
う
。
陰
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
世
界
を
生
成
さ
せ
る
と
い
う
発
想
は
、
後
の
人
が
「
さ
か
し
ら
」
で
考
え
出
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
「
漢から
意ごころの
ひ
が
ご
と
な
り
」「
撰
者
の
私
説
」
と
一
蹴
し
て
い
く
の
だ
。
し
か
し
宣
長
が
読
み
替
え
た
『
古
事
記
』
の
天
地
創
世
神
話
、
す
な
わ
ち
虚
空
中
に
「
一
に
淆
り
て
沌
か
れ
た
る
」＝
渾
沌
が
発
生
し
、
そ
こ
か
ら
上
昇
す
る
も
の
と
下
降
す
る
も
の
と
が
分
れ
天
地
が
生
成
し
て
い
っ
た
と
い
う
神
話
イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
う
見
て
も
『
日
本
書
紀
』
の
天
地
開
闢
神
話
に
近
い
だ
ろ
う
。
二
四
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
混
沌
の
な
か
に
陰
陽
の
気
が
生
じ
、
そ
こ
か
ら
天
と
地
が
分
離
し
て
い
く
…
…
。
こ
こ
で
気
が
つ
く
だ
ろ
う
。『
日
本
書
紀
』
が
記
す
「
陰
陽
の
気
」
に
あ
た
る
も
の
が
、『
古
事
記
』
の
産
巣
日
神
の
「
産
霊
む
す
び
」
で
あ
っ
た
の
だ
。
さ
て
か
く
浮
脂
の
如
く
な
る
物
の
生ナリ
初ハジ
め
し
も
、
其
が
分
れ
て
天
地
と
成
れ
る
も
、
又
次
々
の
神
等
の
成
坐
る
も
、
悉
に
皆
二
柱
の
産
巣
日
大
神
の
産
霊
ム
ス
ビ
に
よ
ら
ず
と
云
こ
と
な
し
。
（『
古
事
記
伝
』
三
之
巻
）
そ
し
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
産
巣
日
神
は
天
地
を
生
み
出
す
生
成
の
霊
力
と
し
て
、
天
地
未
生
の
「
虚
空
」
に
出
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
陰
陽
の
気
が
「
渾
沌
」
の
中
に
き
ざ
し
て
く
る
よ
う
に
、
産
巣
日
神
も
、
天
地
開
闢
以
前
の
、
何
も
な
い
「
虚
空
」
の
な
か
に
成
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
し
て
産
巣
日
神
が
な
ぜ
生
れ
た
か
は
、「
其
の
伝
へ
無
け
れ
ば
知
り
が
た
し
」
と
、
絶
対
に
認
知
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
人
知
を
超
え
た
超
越
神
と
認
識
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
は
、
た
ん
に
『
日
本
書
紀
』
の
焼
き
直
し
で
は
な
い
。
天
地
生
成
に
先
立
つ
「
神
」
と
い
う
認
識
に
至
り
つ
く
か
ら
だ
。
天
地
創
成
神
と
し
て
の
「
産
巣
日
神
」
『
日
本
書
紀
』
で
は
陰
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
天
地
分
割
の
あ
と
に
、
最
初
の
神
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
が
生
ま
れ
る
。
神
は
天
地
に
遅
れ
て
誕
生
す
る
の
だ
。
し
か
し
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
で
は
、
産
巣
日
神
は
天
地
以
前
の
ま
だ
な
に
も
な
い
虚
空
に
出
現
し
た
。
そ
し
て
こ
の
産
巣
日
神
こ
そ
が
、
天
地
や
世
間
な
ど
の
一
切
を
生
み
出
し
た
。
す
な
わ
ち
産
巣
日
神
は
、
天
地
に
先
立
ち
、
天
地
を
作
り
出
す
存
在＝
創
世
の
主
宰
神
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。「
天
」
を
超
え
た
「
神
」
の
超
越
性
、
創
造
性
を
語
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
、『
日
本
書
紀
』
よ
り
も
『
古
事
記
』
が
根
源
的
な
神
話
テ
キ
ス
ト
た
る
証
拠
と
す
る
の
で
あ
る
。
宣
長
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
、
宇
宙
の
根
元
神
、
天
地
創
成
の
神＝
産
巣
日
神
。
そ
の
相
貌
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
有
名
な
宣
長
の
随
筆
の
一
節
を
引
い
て
お
こ
う
。
此
天
地
を
は
じ
め
給
ひ
、
国クニ
土ツチ
万
物
を
造
り
な
し
給
ひ
、
人
の
道
を
も
万
の
事
を
も
始
め
給
ひ
、
世
中
の
よ
ろ
づ
の
事
を
し
り
行
ひ
給
ふ
神
た
ち
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
）…
…
。
（『
玉
勝
間
』
一
の
巻
）
天
地
・
国
土
、
そ
し
て
人
の
道
（
道
徳
）
を
作
り
出
し
た
神＝
産
巣
日
神
。
こ
こ
で
『
古
事
記
』
の
な
か
の
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
・
カ
ム
ム
ス
ヒ
は
、
天
地
・
万
物
、
そ
し
て
人
間
の
道
徳
的
善
性
を
も
生
み
出
し
た
、
根
源
的
一
者
と
い
う
べ
き
存
在
へ
と
、
大
き
く
変
貌
し
て
く
の
だ
。
宣
長
が
『
古
事
記
』
の
注
釈
行
為
か
ら
導
き
出
し
た
「
産
巣
日
神
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
こ
そ
創
造
神
が
こ
の
世
界
を
作
り
出
し
た
、
と
い
う
『
創
世
記
』
（
旧
約
聖
書
）
の
創
世
神
話
に
似
て
い
る
。
絶
対
神
、
唯
一
神
と
し
て
の
産
巣
日
神
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
宣
長
の
発
想
は
、
後
期
水
戸
学
者
・
会
沢
正
志
斎
（
一
七
八
二
〜
一
八
六
三
）
の
『
読
直
毘
霊
』
で
「
西
洋
邪
教
ノ
意
」
と
批
判
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る10
）
。
『
古
事
記
』
の
読
み
替
え
か
ら
見
出
さ
れ
た
、
天
地
創
成
の
主
宰
神
・
産
巣
日
神
。
宣
長
の
注
釈
言
説
は
、
八
百
万
の
神
々
が
住
む
日
本
の
信
仰
風
土
に
は
、
キ
二
五
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
リ
ス
ト
教
的
な
超
越
神
、
主
宰
神
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
一
般
常
識
を
覆
す
に
あ
ま
り
あ
る
だ
ろ
う11
）
。
宣
長
は
、『
古
事
記
』
の
神
話
世
界
を
大
き
く
読
み
替
え
る
こ
と
で
、
天
地
創
成
の
主
宰
神
を
見
出
し
た＝
作
り
出
し
た
の
だ
か
ら
。
そ
れ
に
し
て
も
、
宣
長
が
『
古
事
記
』
の
原
典
か
ら
読
み
替
え
た
「
産
巣
日
神
」＝
天
地
創
世
の
主
宰
神
と
い
う
神
話
は
、
宣
長
が
生
き
た
近
世
、
十
八
世
紀
固
有
に
起
き
た
、
特
異
な
主
張
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
よ
う
。
実
際
、
宣
長
が
『
天
経
或
問
』『
職
方
外
紀
』『
天
草
軍
談
』
な
ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
関
係
の
書
物
に
興
味
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る12
）
。
し
か
し
宣
長
が
『
古
事
記
』
の
注
釈
を
通
し
て
作
り
出
し
た
「
天
地
に
先
立
つ
神
」
と
い
う
言
説
は
、
中
世
神
話
の
世
界
へ
と
遡
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
吾
国
の
神
は
、
天
地
に
先
ん
ず
る
神
」
と
い
う
神
観
念
が
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
を
ベ
ー
ス
と
し
た
中
世
の
伊
勢
、
吉
田
な
ど
の
神
道
説
の
な
か
に
作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、『
古
事
記
伝
』
の
産
巣
日
神
は
、
中
世
神
話
の
な
か
の
天
地
創
成
神
と
、
ど
の
よ
う
な
系
譜
的
な
繫
が
り
が
見
出
さ
れ
る
の
か
。
以
下
そ
の
問
題
を
「
中
世
神
話
」
と
い
う
方
法
的
な
視
座
の
な
か
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
議
論
を
「
中
世
」
へ
と
遡
及
さ
せ
る
ま
え
に
、
ま
ず
は
宣
長
の
直
近
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
「
垂
加
神
道
」、
そ
し
て
「
吉
川
神
道
」
の
言
説
を
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
中
世
後
期
の
「
吉
田
神
道
」
へ
と
遡
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
長
の
産
巣
日
神
へ
の
系
譜
が
、
よ
り
具
体
的
に
論
証
し
え
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
二
「
天
地
に
先
立
つ
神
」
の
系
譜
・
素
描
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
が
出
現
す
る
ま
で
、
日
本
神
話
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
『
日
本
書
紀
』（
日
本
紀
）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
近
世
社
会
に
あ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
を
担
っ
た
の
は
、
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
〜
一
六
八
二
）
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
垂
加
神
道
」
で
あ
る13
）
。
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
は
、
宣
長
の
国
学
は
垂
加
神
道
へ
の
批
判
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
垂
加
神
道
は
儒
学
の
教
説
を
利
用
し
た
「
日
本
神
話
」
の
私
的
な
解
釈
に
す
ぎ
ず
、
な
に
よ
り
も
中
国
ふ
う
に
潤
色
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
を
尊
重
し
て
い
る
か
ら
だ
。
宣
長
は
早
い
時
期
か
ら
、「
世
に
神
道
者
の
愚
昧
な
る
者
」（『
庵
随
筆
』）
と
、
垂
加
系
の
「
神
道
者14
）
」
へ
の
痛
烈
な
批
判
を
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
宣
長
の
母
方
の
祖
父
（
村
田
元
次
）
や
そ
の
息
子
（
村
田
全
次
）
な
ど
に
垂
加
派
の
神
道
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、
若
き
宣
長
が
そ
れ
ら
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る15
）
。
あ
る
い
は
宣
長
と
同
郷
で
、
宣
長
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
谷
川
士
清
（
一
七
〇
九
〜
一
七
七
六
）
も
、
垂
加
神
道
の
許
状
を
受
け
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
神
道
史
」
の
系
譜
か
ら
み
れ
ば
、
宣
長
は
垂
加
派
神
道
の
宗
教
的
発
達
と
見
な
せ
る
と
い
う
説
も
あ
る16
）
。
と
も
あ
れ
、
宣
長
と
垂
加
神
道
と
の
関
係
は
、
け
っ
し
て
単
純
な
否
定
・
批
判
と
い
う
だ
け
で
は
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。
多
様
な
議
論
・
論
点
に
わ
た
る
と
こ
ろ
だ
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
天
地
創
成
神
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
、
宣
長
と
闇
斎
と
の
系
譜
的
な
繫
が
り
を
探
っ
て
み
よ
う
。 二六
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
陰
陽
説
と
国
常
立
神
の
折
衷
『
日
本
書
紀
』
を
重
視
す
る
垂
加
神
道
の
立
場
か
ら
は
、
天
地
創
成
神
と
し
て
見
出
さ
れ
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
で
は
、
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
は
「
時
に
天
地
の
中
に
一
物
生
れ
り
。
状かたち葦
牙
の
如
く
、
便
ち
神
に
化
為な
る
。
国
常
立
尊
と
号
す
。」（『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
正
文
）
と
あ
る
よ
う
に
、
天
地
開
闢
の
あ
と
に
出
現
す
る
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
闇
斎
は
、
以
下
の
よ
う
に
読
み
替
え
て
い
く
。
原
ぬ
る
に
、
夫
れ
神
の
神
た
る
、
初
よ
り
此
の
名
、
此
の
字
、
有
ら
ざ
る
也
。
其
れ
惟
の
妙
測
ら
れ
ざ
る
者
、
陰
陽
五
行
の
主
と
な
り
て
万
物
万
化
、
此
れ
よ
り
出
で
ざ
る
こ
と
莫
し
。
是
の
故
に
自
然
に
人
声
に
発
し
て
、
然
る
後
、
此
の
名
、
此
の
字
有
り
。
日
本
紀
に
所
謂
国
常
立
は
、
乃
ち
尊
奉
し
て
之
れ
を
号
く
る
也
。
（『
垂
加
翁
神
説
』）
始
元
の
世
界
を
探
索
し
て
み
る
と
、
も
と
も
と
「
神
」
と
い
う
名
前
や
文
字
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
不
可
思
議
な
存
在
が
陰
陽
・
五
行
の
主
体
と
な
っ
て
天
地
・
万
物
を
生
み
出
し
た
の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
に
人
び
と
は
、
こ
の
霊
妙
な
存
在
を
「
神
」
と
名
付
け
、
さ
ら
に
「
国
常
立
神
」
と
称
え
て
呼
ん
だ
の
で
あ
る17
）
…
…
。
闇
斎
は
、
天
地
・
万
物
を
作
り
出
し
た
の
は
陰
陽
・
五
行
の
気
の
働
き
と
み
る
。
こ
れ
は
朱
子
学
者
と
し
て
当
然
の
立
場
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
の
正
文
に
も
そ
う
記
さ
れ
て
い
た
（
た
だ
し
「
五
行
」
は
な
い
）。
だ
が
、
闇
斎
は
、
こ
の
天
地
万
物
を
生
成
さ
せ
て
い
っ
た
陰
陽
・
五
行
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
こ
そ
が
、
じ
つ
は
「
国
常
立
神
」
の
こ
と
な
の
だ
と
説
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
正
文
の
最
初
に
誕
生
す
る
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
は
、
始
元
の
創
造
神
を
称
え
た
呼
び
名
で
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
う
し
た
闇
斎
の
言
説
は
、
正
統
派
の
朱
子
学
は
も
ち
ろ
ん
、『
日
本
書
紀
』
の
原
文
か
ら
も
逸
脱
す
る
過
剰
な
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
さ
に
天
地
創
成
神
へ
と
読
み
替
え
ら
れ
た
「
国
常
立
神
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
陰
陽
・
五
行
の
気
が
世
界
を
生
成
す
る
と
い
う
儒
学
の
立
場
と
、
神
が
天
地
に
先
立
っ
て
存
在
し
、
神
が
世
界
を
作
り
出
す
と
い
う
発
想
と
を
折
衷
さ
せ
る
理
屈
だ
。
そ
れ
は
朱
子
学
者
た
る
闇
斎
が
、
同
時
に
神
道
家
で
も
あ
る
と
い
う
ふ
た
つ
の
立
場
を
繫
ぐ
ロ
ジ
ッ
ク
と
い
え
よ
う18
）
。
ま
た
こ
こ
に
は
、
儒
学
者
た
ち
の
「
日
本
」
の
再
発
見
と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る
。
儒
学
の
「
日
本
化
」
と
い
っ
て
も
よ
い19
）
。
そ
の
と
き
天
地
を
生
成
す
る
普
遍
的
な
「
陰
陽
」
と
と
も
に
、「
日
本
」
の
神
た
る
「
国
常
立
神
」
と
を
究
極
的
に
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
宣
長
は
、『
日
本
書
紀
』
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
読
み
替
え
た
垂
加
神
道
の
教
説
を
「
漢
意
」「
さ
か
し
ら
」
と
退
け
る
。
し
か
し
、
儒
学
╱
国
学
と
い
う
思
想
的
立
場
、
さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
違
い
を
超
え
て
、
天
地
創
世
に
先
立
つ
主
宰
神
・
創
成
神
を
幻
視
す
る
点
に
お
い
て
は
、
ふ
た
り
の
宗
教
的
な
姿
勢
は
意
外
な
ほ
ど
一
致
す
る
と
い
え
な
い
か
。
そ
し
て
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」、
闇
斎
の
「
国
常
立
」、
と
も
に
『
記
』『
紀
』
の
原
典
を
大
き
く
は
み
出
す
、
ま
さ
し
く
神
話
の
読
み
替
え
・
再
創
造
の
な
か
か
ら
見
出
さ
れ
た
神
で
あ
っ
た
こ
と
も
…
…
。
こ
こ
に
お
い
て
、
宣
長
と
闇
斎
と
の
関
係
は
、
日
本
神
話
の
読
み
替
え
、
再
創
造
の
系
譜
の
な
か
で
、
あ
ら
た
な
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
七
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
「
天
地
ニ
先
立
テ
天
地
ヲ
定
メ
…
…
」
｜
吉
川
惟
足
の
神
道
説
山
崎
闇
斎
が
垂
加
神
道
を
形
成
す
る
と
き
、
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
が
「
吉
田
神
道
」
の
道
統
を
継
い
だ
吉
川
惟
足
（
一
六
一
六
〜
一
六
九
四
）
で
あ
っ
た20
）
。
『
日
本
書
紀
』
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
天
地
創
成
の
神
と
見
る
闇
斎
の
説
は
、
吉
川
惟
足
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
を
惟
足
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
に
探
っ
て
み
よ
う
。
惟
足
は
、
ど
の
よ
う
に
天
地
創
世
の
始
元
神
を
語
っ
て
い
く
の
か
。天
地
ニ
先
立
テ
天
地
ヲ
定
メ
、
天
地
ニ
後
レ
テ
天
地
ヲ
成
ノ
神
、
神
性
動
カ
ズ
シ
テ
動
キ
、
霊
体
形
無
ク
シ
テ
形
ス
ル
程
ニ
、
天
地
万
物
共
ニ
此
ノ
一
神
理
ノ
妙
用
、
具
ハ
ラ
ズ
ト
云
モ
ノ
ナ
シ
、
常
々
万
事
、
万
物
ノ
上
ニ
卓
然
不
動
ト
シ
テ
ツ
キ
立
テ
在
ス
尊
神
也
。
コ
レ
ヲ
虚
無
大
元
尊
神
ト
モ
申
ス
。
（
吉
川
惟
足
『
神
代
巻
家
伝
聞
書
』）
「
国
常
立
尊
」
は
、
天
地
生
成
の
前
に
天
地
の
あ
り
方
を
定
め
、
天
地
の
創
成
に
遅
れ
て
、
な
お
か
つ
天
地
を
作
り
出
し
た
神
で
も
あ
る
。
そ
し
て
神
は
活
動
す
る
こ
と
な
く
動
き
、
ま
た
霊
形
を
な
さ
な
い
が
形
を
現
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
天
地
万
物
す
べ
て
の
も
の
に
、
こ
の
神
の
理
が
備
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
国
常
立
尊
は
「
虚
無
大
元
尊
神
」
と
も
呼
ば
れ
る
…
…
。
陰
陽
の
気
が
天
地
を
生
成
し
た
と
い
う
儒
学
の
学
説
と
、
天
地
に
先
立
つ
神
の
存
在
を
接
合
し
よ
う
と
す
る
特
異
な
神
学
ロ
ジ
ッ
ク
と
い
え
よ
う
か
。
先
に
見
た
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
の
正
文
が
語
る
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
は
、
天
地
が
出
来
上
が
る
過
程
の
な
か
の
「
一
物
」
か
ら
生
成
し
た
神
だ
。
天
地
を
作
り
出
す
主
宰
神
で
は
な
い
。
だ
が
、
江
戸
初
期
の
神
道
家
た
ち
に
と
っ
て
「
神
」
な
る
も
の
は
、
天
地
創
造
を
担
う
主
宰
神
、
超
越
神
と
し
て
認
識
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
儒
学
」（
中
国
）
に
た
い
す
る
「
日
本
」
の
優
位
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
思
想
モ
チ
ー
フ
に
繫
が
る
。
ま
た
「
国
常
立
尊
」
は
、「
常
ノ
神
ニ
ア
ラ
ス
」「
八
百
万
神
・
鹿
島
・
香
取
ナ
ト
云
ヤ
ウ
ノ
神
ニ
ア
ラ
ス
」（
吉
川
惟
足
『
神
道
大
意
抄
』）
と
言
う
。
惟
足
が
見
出
し
た
「
国
常
立
神
」
は
、
鹿
島
や
香
取
の
神
な
ど
の
よ
う
に
神
社
で
祭
ら
れ
、
そ
の
縁
起
物
語
を
も
つ
よ
う
な
神
で
は
な
い
。
ま
さ
に
こ
の
世
の
根
元
に
屹
立
す
る
絶
対
神
・
超
越
神
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
の
神
話
ス
ト
ー
リ
ー
を
超
え
た
「
神
学
」
の
形
成
に
も
繫
が
る
だ
ろ
う
（
こ
の
言
説
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
吉
田
兼
倶
に
あ
る
。
後
述
）。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
天
地
創
成
を
担
う
神
の
不
可
思
議
な
霊
性
は
、
天
地
万
物
の
す
べ
て
の
内
に
備
わ
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
神
は
こ
の
世
か
ら
超
越
し
、
こ
の
世
を
作
り
出
し
た
絶
対
神
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
霊
的
な
力
は
こ
の
世
の
す
べ
て
の
存
在
の
う
ち
に
内
在
す
る
と
い
う
わ
け
だ
。
こ
れ
を
さ
ら
に
「
天
地
未
分
ノ
前
ニ
、
牙
ヲ
含
テ
天
地
ヲ
ヒ
ラ
イ
テ
、
シ
カ
モ
其
天
地
ノ
中
ニ
坐
シ
テ
、
万
物
モ
是
ヨ
リ
生
ス
ル
也
」（『
神
道
大
意
』）
と
も
説
い
て
い
る
。
儒
学
系
神
道
説
の
背
景
に
あ
る
発
想
は
、
朱
子
学
の
哲
理
で
あ
る
。
万
物
が
生
ず
る
宇
宙
の
根
元
で
あ
る
「
太
極
」
は
、
万
物
を
超
越
し
つ
つ
万
物
に
内
在
す
る
と
朱
子
学
は
説
く
。
す
な
わ
ち
超
越
性
と
内
在
性
、
原
理
性
と
実
体
性
と
が
即
時
的
に
無
媒
介
に
結
合
し
て
い
く
発
想
で
あ
る21
）
。
惟
足
が
描
き
だ
す
国
常
立
神＝
虚
無
大
元
尊
神
は
、
こ
う
し
た
朱
子
学
の
「
太
極
」
の
理
論
を
使
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
を
、
天
地
創
成
を
主
宰
す
る
超
越＝
内
在
の
神
へ
と
読
み
替
え
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
二
八
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
い
う
ま
で
も
な
く
宣
長
は
、
こ
う
し
た
儒
学
系
神
道
家
の
説
を
「
漢
意
」「
さ
か
し
ら
」
と
批
判
し
て
い
く
。
だ
が
国
学
╱
儒
学
と
い
う
教
義
的
・
思
想
的
な
外
皮
を
取
っ
て
み
る
と
、
宣
長
が
『
古
事
記
』
か
ら
見
出
し
た
「
産
巣
日
神
」
は
、
闇
斎
や
惟
足
が
説
い
た
「
国
常
立
尊
」
と
似
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
産
巣
日
神
も
ま
た
、
こ
の
世
を
超
越
し
て
天
地
創
成
を
主
宰
し
、
同
時
に
そ
の
ム
ス
ヒ
の
御
霊
は
こ
の
世
で
生
き
て
活
動
す
る
す
べ
て
の
も
の
に
内
在
し
て
い
る
…
…
。
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
が
見
出
し
た
「
産
巣
日
神
」
は
、
あ
き
ら
か
に
山
崎
闇
斎
、
吉
川
惟
足
と
い
っ
た
江
戸
初
期
の
神
道
家
た
ち
の
言
説
に
連
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
注
目
す
べ
き
は
、
惟
足
が
「
国
常
立
尊
」
と
同
一
の
神
と
し
て
登
場
さ
せ
た
「
虚
無
大
元
尊
神
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
『
日
本
書
紀
』
の
テ
キ
ス
ト
中
に
は
存
在
し
な
い
、
テ
キ
ス
ト
の
外
部
か
ら
召
喚
さ
れ
た
神
で
あ
っ
た
。
虚
無
大
元
尊
神
と
は
い
か
な
る
神
な
の
か
。
そ
の
素
性
を
探
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
惟
足
が
萩
原
兼
従
か
ら
「
吉
田
神
道
」
の
道
統
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
経
歴
だ22
）
。
天
地
創
成
神
た
る
国
常
立
尊
と
同
体
化
さ
れ
る
「
虚
無
大
元
尊
神
」
と
い
う
神
格
は
、
吉
田
神
道
の
教
説
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
次
に
天
地
創
成
神
の
系
譜
を
吉
田
神
道
へ
と
遡
及
し
て
み
よ
う
。
「
吾
国
ノ
神
ハ
、
天
地
ニ
先
ン
ス
ル
神
也
」
｜
吉
田
家
の
言
説
へ
周
知
の
よ
う
に
「
吉
田
神
道
」
を
体
系
化
し
た
の
は
、
室
町
時
代
後
期
の
吉
田
兼
倶
（
一
四
三
五
〜
一
五
一
一
）
で
あ
る
。
兼
倶
の
神
道
言
説
に
は
、「
卜
部
氏
」
以
来
の
家
学
の
蓄
積
、
室
町
期
の
碩
学
・
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
〜
一
四
八
一
）
か
ら
の
影
響
、
密
教
や
道
教
、
儒
教
、
陰
陽
道
な
ど
の
教
説
、
そ
し
て
真
言
・
天
台
・
伊
勢
と
い
っ
た
「
中
世
神
道
」
を
吸
収
し
、
集
大
成
す
る
よ
う
な
、
き
わ
め
て
複
雑
で
魅
力
的
な
宗
教
世
界
が
見
ら
れ
る
が23
）
、
こ
こ
で
は
天
地
創
成
神
の
問
題
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
て
み
よ
う
。
と
こ
ろ
で
兼
倶
の
子
息
で
後
に
清
原
家
の
養
子
と
な
る
清
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
の
な
か
に
「
吉
田
一
家
ノ
義
ニ
、
吾
国
ノ
神
ハ
、
天
地
ニ
先
ン
ス
ル
神
也
」（『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』）
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
吉
田
家
に
は
、
日
本
の
神
は
天
地
に
先
立
ち
、
天
地
を
創
造
し
た
神
と
い
う
教
え
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
、
吉
田
家
に
は
い
つ
か
ら
「
吾
国
ノ
神
ハ
、
天
地
ニ
先
ン
ス
ル
神
」
と
い
う
説
が
始
ま
る
の
か
。
そ
こ
で
浮
上
す
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
人
物
で
卜
部
家
興
隆
の
基
礎
を
築
い
た
と
さ
れ
る
卜
部
兼
直
の
『
神
道
大
意
』
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
国
常
立
尊＝
虚
無
太
元
尊
神
の
説
、
さ
ら
に
そ
の
神
が
世
界
の
創
造
主
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
神
ト
ハ
吾
ガ
国
常
立
尊
ヲ
云
フ
。
国
常
立
神
ト
ハ
無
形
ミカタチナキ
ノ
形
、
無
名
ナツクコト
ノ
名
、
此
ヲ
虚ヲヽ
空ソラ
太
元
尊
神
ノミコトノミタマシイ
ト
名
ツ
ク
。
此
ノ
太
元
ヲヽ
モト
ヨ
リ
一
大
三
千
世
界
ヨ
ロ
ツ
ノ
サ
タ
カ
ヒ
ヲ
成
シ
テ
、
一
心
ヨ
リ
太
千
ノ
形
体
ヲ
分
ツ
、
何
ソ
況
ヤ
森
羅
万
象
蠢
動
含
霊
イ
キ
ト
シ
イ
ケ
ル
モ
ノ
、
ス
ヘ
テ
一
神
ノ
元
ヨ
リ
始
テ
、
天
地
ノ
霊
気
ヲ
感メラリニ
至
テ
、
生ナリ
成ナリ
無
窮
ナ
リ
。
（
兼
直
『
神
道
大
意
』）
国
常
立
尊＝
虚
無
太
元
尊
神
は
、
超
越
・
根
源
的
な
「
一
神
」
で
あ
り
つ
つ
、
万
物
に
内
在
す
る
普
遍
神
で
も
あ
る
。
国
常
立
神
は
形
や
名
と
い
う
実
態
を
も
た
な
い
抽
象
的
な
存
在
で
あ
り
な
が
ら
、「
無
形
の
形
」「
無
名
の
名
」
と
い
う
実
態
二
九
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
や
名
前
を
も
つ
神
。
そ
れ
を
「
虚
無
太
元
尊
神
」
と
呼
ぶ
。
こ
う
し
た
論
述
に
は
、
普
遍
的
存
在
が
実
態
的
存
在
と
即
時
的
に
結
び
付
け
ら
れ
る
宋
学
（
朱
子
学
）
の
「
太
極
」
の
考
え
方
が
、
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
「
一
大
三
千
世
界
」「
太
千
」
は
仏
教
の
用
語
。
須
弥
山
を
中
心
と
し
た
こ
の
宇
宙
・
世
界
全
体
を
意
味
す
る
。
儒
学
と
神
話
と
が
結
合
し
た
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
が
作
り
出
す
こ
の
世
の
世
界
は
、
仏
教
的
な
世
界
観
に
も
と
づ
く
「
こ
の
世
」
と
な
る
。
ま
さ
し
く
儒
学
的
発
想
と
仏
教
的
世
界
観
が
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
い
る
言
説
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
続
け
て
、
釈
迦
（
仏
教
）
も
孔
子
（
儒
教
）
も
「
一
神
」
の
源
か
ら
分
か
れ
て
い
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
説
か
れ
て
い
く
。
そ
し
て
儒
教
や
仏
教
の
教
え
は
人
間
の
「
心
」
を
問
題
と
す
る
が
、
こ
の
「
心
」
の
本
源
も
、
一
神＝
国
常
立
尊
に
始
ま
る
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
「
一
心
」
と
は
、
天
地
や
陰
陽
が
分
か
れ
る
以
前
の
「
混
沌
」＝
絶
対
的
な
根
元
の
状
態
を
指
す
の
で
あ
る
。「
唯
心
論
的
一
元
論
」
と
呼
ば
れ
る
発
想
だ24
）
。
さ
て
、「
吉
田
一
家
ノ
義
ニ
、
吾
国
ノ
神
ハ
、
天
地
ニ
先
ン
ス
ル
神
也
」
と
い
う
言
説
は
、
卜
部
家
の
中
興
の
祖
た
る
兼
直
に
発
す
る
こ
と
が
見
て
と
れ
た
。
し
か
し
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
兼
直
『
神
道
大
意
』
は
、
じ
つ
は
兼
倶
が
中
興
の
祖
の
名
前
を
借
り
て
偽
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ25
）
。
兼
倶
は
、
自
分
が
作
り
出
す
「
唯
一
神
道
」（
吉
田
神
道
）
を
権
威
化
す
る
た
め
に
、
卜
部
家
を
興
隆
さ
せ
た
家
祖
に
仮
託
し
て
、
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
の
説
を
説
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、「
吾
国
ノ
神
ハ
、
天
地
ニ
先
ン
ス
ル
神
也
」
と
い
う
発
想
は
、
兼
倶
自
身
が
作
り
上
げ
た
天
地
創
成
神
の
イ
デ
ー
で
あ
っ
た
わ
け
だ
。
「
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
」
を
求
め
て
次
に
兼
倶
自
身
の
『
神
道
大
意
』
を
見
て
み
よ
う
。
夫
レ
神
ト
ハ
、
天
地
ニ
先
テ
而
モ
天
地
ヲ
定
メ
、
陰
陽
ニ
超
テ
而
モ
陰
陽
成
ス
、
天
地
ニ
在
テ
ハ
神
ト
云
、
万
物
ニ
在
テ
ハ
霊
ト
云
、
人
ニ
在
テ
ハ
心
ト
云
、
心
ト
ハ
神
ナ
リ
、
故
ニ
神
ハ
天
地
ノ
根
元
ナ
リ
。（兼
倶
『
神
道
大
意
』）
こ
こ
で
は
天
地
即
神
、
陰
陽
則
神
と
い
う
認
識
を
超
え
て
、
天
地
に
先
立
ち
天
地
を
定
め
、
陰
陽
を
超
え
て
陰
陽
を
生
成
さ
せ
る
力
こ
そ
が
「
神
」
で
あ
る
と
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
天
地
創
成
の
主
宰
神
の
言
説
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
超
越
的
な
神
は
ま
た
、「
霊
」
と
し
て
万
物
に
内
在
し
、
ま
た
「
心
」
と
し
て
人
に
内
在
し
て
い
く
、
い
わ
ば
万
物
に
展
開
し
て
い
く
運
動
体
で
あ
る
こ
と
も
見
て
と
れ
よ
う
。
超
越
性
と
内
在
性
の
即
時
的
な
結
合
と
い
う
朱
子
学
（
宋
学
）
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
、
兼
倶
に
お
い
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
兼
倶
の
『
神
道
大
意
』
の
説
が
、
先
に
紹
介
し
た
吉
川
惟
足
の
『
神
代
巻
家
伝
聞
書
』
に
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
気
が
つ
く
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
で
は
、
天
地
創
成
神
・
国
常
立
尊
と
同
体
と
さ
れ
る
「
虚
無
大
元
尊
神
」
と
は
い
か
な
る
神
か
。
そ
の
神
格
の
ル
ー
ツ
は
、
中
世
前
期
の
密
教
系
の
神
道
書
、
た
と
え
ば
『
中
臣
祓
訓
解
』
や
『
麗
気
記
』
に
見
出
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
伊
勢
神
道
書
の
『
神
皇
実
録
』
に
は
「
虚
無
之
神
」
と
国
常
立
神
と
の
結
び
つ
き
や
「
大
元
」
の
言
説
も
出
て
く
る
。
そ
れ
は
「
常
住
不
変
の
妙
体
」（『
中
臣
祓
訓
解
』）
で
あ
り
、「
形
態
易
而
神
不
変
。
性
命
化
神
常
ニ
然
リ
」（『
神
皇
実
録
』）
と
い
三
〇
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
っ
た
、
不
変
性
、
永
遠
性
と
し
て
の
神
の
認
識
と
い
え
る
。
た
だ
こ
こ
に
は
ま
だ
、
天
地
開
闢
以
前
の
創
成
神
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
見
出
せ
な
い
。
一
方
、
天
地
開
闢
以
前
の
混
沌
・
始
元
へ
の
希
求
は
、
南
北
朝
期
の
伊
勢
外
宮
禰
宜
・
度
会
家
行
（
一
二
五
六
〜
一
三
五
六
）
の
「
神
祇
の
書
典
の
中
ニ
、
多
く
は
天
地
開
闢
を
以
て
最
と
為
す
と
雖
も
、
神
道
ノ
門
風
之
を
以
て
極
と
為
さ
ざ
る
。
志
す
所
は
、
機
前
を
以
て
法
と
為
し
…
」（『
類
聚
神
祇
本
源
』「
神
道
玄
義
篇
」）
に
示
さ
れ
た
「
機
前
」＝
天
地
開
闢
以
前
の
混
沌
・
有
無
を
超
え
た
境
地
へ
の
言
及
と
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
ひ
ろ
く
中
世
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
展
開
し
て
い
く
、「
未
生
以
前
へ
の
混
沌
へ
の
回
帰
」
と
そ
の
中
に
神
の
始
元
」を
探
求
し
て
い
こ
と
う
と
す
る
「
不
可
知
な
る
も
の
へ
の
認
識
の
渇
望
」
を
探
り
当
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う26
）
。
中
世
後
期
の
兼
倶
の
神
道
言
説
は
、
そ
う
し
た
中
世
の
神
学
的
知
の
土
壌
の
う
え
に
屹
立
し
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
兼
倶
の
「
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
」
へ
と
展
開
す
る
言
説
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
じ
卜
部
吉
田
家
出
身
の
天
台
僧
・
慈
遍
（
鎌
倉
末
期
〜
南
北
朝
）
で
あ
る
。
此
天
神
七
代
ノ
内
、
始
ノ
国
常
立
尊
ヲ
ハ
虚
無
ノ
神
ト
申
テ
、
唯
名
ノ
ミ
ア
リ
テ
実
ノ
姿
ナ
シ
、
然
ハ
天
地
ハ
終
レ
ト
モ
神
は
不
終
、
物
ノ
形
ハ
カ
ワ
レ
ト
モ
其
道
ハ
替
ハ
ラ
ス
、
ツ
ネ
ニ
起
リ
テ
常
ニ
国
ヲ
ナ
セ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
国
立
尊
ト
ハ
申
ナ
リ
、
如
是
其
理
ノ
ミ
ニ
シ
テ
未
顕
ヲ
ハ
国
常
立
尊
ト
名
ツ
ケ
、
其
気
ノ
姿
ノ
顕
レ
ソ
ム
ル
ヨ
リ
天
御
中
主
尊
ト
ハ
申
也
、
凡
テ
天
地
ニ
先
立
テ
而
モ
天
地
ト
共
ニ
ナ
レ
ル
神
也
。（
慈
遍
『
豊
葦
原
神
風
和
記
』）
「
国
常
立
尊
」＝
「
虚
無
ノ
神
」
は
、
非
実
体
性
や
不
変
性
、
永
遠
性
を
表
象
す
る
根
元
神
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
主
張
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
お
い
て
「
天
地
ニ
先
立
テ
而
モ
天
地
ト
共
ニ
ナ
レ
ル
神
」
と
い
う
イ
デ
ー
が
提
示
さ
れ
る
。
天
地
に
先
立
ち
て
、
し
か
も
天
地
と
と
も
に
顕
現
し
た
超
越
神
で
あ
る
。
た
だ
し
、
慈
遍
に
あ
っ
て
は
、「
国
常
立
尊＝
虚
無
ノ
神
」
は
、
天
地
創
成
の
主
宰
神
と
は
明
確
に
は
描
か
れ
て
は
い
な
い27
）
。
慈
遍
の
言
説
を
、
さ
ら
に
も
う
一
歩
飛
躍
さ
せ
た
と
き
、
天
地
を
創
成
さ
せ
る
造
物
神
と
し
て
の
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
が
顕
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
兼
倶
が
あ
く
ま
で
も
『
日
本
書
紀
』
の
な
か
の
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
の
名
前
は
捨
て
去
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
注
意
し
よ
う
。『
日
本
書
紀
』
原
典
か
ら
大
き
く
飛
躍
し
た
神
格
を
求
め
な
が
ら
、
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
の
神
名
に
こ
だ
わ
っ
て
い
く
こ
と
。
ま
さ
に
兼
倶
の
神
道
説
が
「
日
本
紀
注
」
と
い
う
注
釈
言
説
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
こ
ろ
だ
。
た
と
え
ば
兼
倶
は
『
日
本
書
紀
』
の
な
か
か
ら
二
つ
の
神
（
神
代
）
の
種
類
を
分
別
し
た
（『
神
書
聞
塵
』、『
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
な
ど
）。
ひ
と
つ
は
「
次
第
神
代
」。
神
の
子
孫
が
天
皇
へ
と
系
譜
的
に
繫
が
っ
て
い
く
神
代
。
神
統
譜
の
認
識
と
重
な
る
神
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
「
因
縁
神
代
」。
こ
れ
は
系
譜
的
な
関
係
を
超
越
し
た
神
霊
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
万
物
・
人
間
に
内
在
し
て
い
る
神
の
存
在
で
あ
る
。
国
常
立
尊
と
虚
無
大
元
尊
神
と
の
同
体
化
と
は
、
い
わ
ば
「
次
第
神
代
」
と
「
因
縁
神
代
」
と
の
接
合
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
、
兼
倶
に
あ
っ
て
「
神
」
は
、
な
に
ゆ
え
天
地
に
先
立
つ
天
地
創
成
の
主
宰
神
た
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
何
が
兼
倶
の
「
国
常
立
尊
」
を
根
源
的
一
者
へ
と
成
長
さ
せ
た
の
か
。
三
一
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
周
知
の
よ
う
に
兼
倶
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
本
地
垂
迹
説
」
を
逆
転
さ
せ
神
こ
そ
が
「
本
地
」＝
本
質
・
根
元
で
あ
り
、
仏
は
「
垂
迹
」＝
現
象
で
あ
る
と
唱
え
た
。
す
な
わ
ち
神
道
・
儒
教
・
仏
教
の
関
係
は
、
神
道
が
根
っ
こ
で
、
儒
教
や
仏
教
と
は
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
枝
葉
や
果
実
・
花
と
す
る
「
根
本
枝
葉
花
実
」
と
い
う
説
で
あ
る
（
そ
の
源
泉
は
慈
遍
に
あ
っ
た
）。
か
く
し
て
本
地
垂
迹
説
を
逆
転
さ
せ
、「
神
」
こ
そ
が
「
本
地
」（
根
本
）
と
認
め
て
い
く
と
き
、
宇
宙
や
天
地
創
成
の
根
源
者
と
し
て
の
「
一
神
」
の
存
在
を
導
き
出
す
の
は
、
い
わ
ば
論
理
的
必
然
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
一
神
」＝
根
源
的
一
者
こ
そ
が
『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
た
ク
ニ
ノ
ト
コ
タ
チ
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
至
る
と
き
、
儒
学＝
中
国
、
仏
教＝
天
竺
を
超
え
た
、
す
べ
て
の
根
元
が
「
日
本
」
の
神
に
あ
る
と
い
う
言
説
へ
と
結
び
つ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。「
国
常
立
尊
」
は
「
日
本
」
に
お
い
て
顕
現
し
た
神
で
あ
る
か
ら
。
こ
こ
か
ら
は
、
兼
倶
の
言
説
が
「
日
本
」
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
認
識
を
志
向
し
つ
つ
、
し
か
し
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
「
神
」
は
、
よ
り
普
遍
的
な
根
源
性
へ
と
遡
及
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
を
作
り
出
す
こ
と
が
見
て
と
れ
よ
う
。
そ
れ
も
ま
た
「
内
在
性
」
と
「
超
越
性
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
そ
の
神
学
的
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
そ
の
ま
ま
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
が
、
中
世
神
話
か
ら
「
近
世
神
話
」
へ
と
シ
フ
ト
す
る
、
そ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
そ
の
問
題
へ
の
展
望
を
述
べ
て
い
こ
う
。
「
近
世
神
話
」
と
し
て
の
産
巣
日
神
ま
ず
宣
長
が
『
日
本
書
紀
』
で
は
な
く
『
古
事
記
』
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
。
こ
こ
に
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
が
、『
日
本
書
紀
』
を
ベ
ー
ス
と
し
た
「
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
」
と
い
う
根
源
的
一
者
か
ら
『
古
事
記
』
と
い
う
「
和
語
（
古
語
）」
の
世
界
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
見
て
と
れ
よ
う
。「
日
本
」
と
い
う
ト
ポ
ス
は
、
和
語＝
日
本
語
と
い
う
言
語
空
間
へ
と
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る28
）
。
次
に
宣
長
の
「
産
巣
日
神
」
が
作
り
出
し
た
「
世
間
」
の
あ
り
方
の
認
識
。
た
と
え
ば
宣
長
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
人
は
み
な
、
産
巣
日
神
の
御
霊
ミ
タ
マ
に
よ
り
て
、
生
れ
つ
る
ま
に
〳
〵
、
身
の
あ
る
べ
き
か
ぎ
り
の
行ワザ
は
、
お
の
づ
か
ら
知
て
よ
く
為ス
る
物
に
し
あ
れ
ば
…
。
（『
古
事
記
伝
』
一
之
巻
「
直
毘
霊
」）
人
間
の
道
徳
的
善
性
も
産
巣
日
神
が
生
み
出
し
た
も
の
、
と
い
う
言
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
中
世
後
期
の
兼
倶
が
、
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
が
人
間
に
「
霊
性
」
を
付
与
し
た
の
で
、
人
間
は
そ
の
始
元
の
「
心
」
に
帰
れ
ば
神
と
通
じ
合
え
る
と
い
う
論
理
と
も
ク
ロ
ス
し
よ
う
。
神
が
人
間
の
「
心
」
を
与
え
た
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
宣
長
が
「
産
巣
日
神
」
に
見
出
し
た
道
徳
的
善
性
は
、
近
世
社
会
の
「
世
間
」
に
生
き
る
人
び
と
へ
向
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
「
真
心
」
で
あ
る
。
真
心
マゴコロ
と
は
、
産
巣
日
神
の
御
霊
ミ
タ
マ
に
よ
り
て
、
備
へ
持
て
生
れ
つ
る
ま
ゝ
の
心
を
い
ふ
。
（『
く
ず
ば
な
』
上
つ
巻
）
三
二
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
こ
こ
に
い
う
「
真
心
」
と
は
、
た
と
え
ば
『
古
事
記
』
中
つ
巻
の
、
父
天
皇
に
疎
ま
れ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
解
釈
に
結
び
つ
く
も
の
だ
。
此
後
し
も
、
い
さ
ゝ
か
も
勇イサミ気
は
撓タワ
み
給
は
ず
、
成コト
功ナシ
を
へ
て
、
大
御
父
天
皇
の
大
命
オホミコト
を
違タガ
へ
給
は
ぬ
ば
か
り
の
勇タケ
き
正
し
き
御
心
な
が
ら
も
、
如カク
此
恨
み
奉
る
べ
き
事
を
ば
、
恨
み
、
悲
し
む
べ
き
事
を
ば
悲
し
み
泣ナキ
賜
ふ
、
是
ぞ
人
の
真
心
マゴコロ
に
は
あ
り
け
る
。
（『
古
事
記
伝
』
二
十
七
之
巻
）
そ
し
て
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
「
真
心
」
こ
そ
が
「
皇
国
の
古
人
の
真
心
」
と
定
め
ら
れ
て
い
く
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
江
戸
社
会
の
支
配
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
儒
教
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
へ
の
対
抗
や
、
藩
単
位
に
分
断
さ
れ
た
幕
藩
体
制
か
ら
「
皇
国
」＝
日
本
国
と
い
う
、
あ
ら
た
な
共
同
体
意
識
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
、
十
八
世
紀
固
有
の
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
け
っ
し
て
『
古
事
記
』
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
「
真
心
」
と
は
、『
古
事
記
伝
』
の
編
み
出
し
た
産
巣
日
神
が
、「
皇
国
の
古
人
」
に
付
与
し
た
心
性
と
い
う
近
世
固
有
の
神
話
言
説
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
さ
に
「
近
世
神
話
」
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
宣
長
の
い
う
「
真
心
」
と
は
、
有
名
な
「
物
の
あ
は
れ
」
と
重
な
る
用
語
で
あ
り
、
そ
し
て
「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
は
、
近
世
社
会
に
広
く
流
通
し
た
世
俗
的
な
感
性
の
認
識
で
あ
っ
た29
）
。
つ
ま
り
根
源
的
な
神
た
る
産
巣
日
神
が
人
間
に
与
え
た
「
真
心
」＝
「
物
の
あ
は
れ
を
知
る
」
と
は
、
近
世
固
有
の
人
間
認
識
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
産
巣
日
神
の
「
御
霊
」（
真
心
）
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
内
在
す
る
人
間
と
は
、
神
の
「
霊
性
」
を
内
在
す
る
中
世
び
と
と
は
異
な
る
、
近
世
固
有
の
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
こ
に
近
世
神
話
と
し
て
の
産
巣
日
神
の
特
質
が
見
え
て
こ
よ
う
。
で
は
、
近
世
神
話
と
し
て
の
産
巣
日
神
が
志
向
す
る
超
越
性
は
ど
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
宣
長
が
『
古
事
記
』
を
読
み
替
え
て
作
り
出
し
た
「
天
地
創
世
神
話
」
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
先
に
見
た
よ
う
に
、
混
沌
か
ら
天
と
地
が
分
離
す
る
過
程
を
描
く
『
古
事
記
伝
』
の
神
話
言
説
は
、
陰
陽
説
を
ベ
ー
ス
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
宣
長
固
有
な
神
話
ロ
ジ
ッ
ク
が
派
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
と
地
の
分
離
か
ら
、
日
と
月
の
誕
生
、
さ
ら
に
「
地
球
」
と
い
う
概
念
な
ど
、
西
洋
天
文
学
の
知
見
の
導
入
で
あ
る30
）
。
こ
こ
で
宣
長
の
天
地
に
先
立
つ
神＝
産
巣
日
神
が
も
つ
超
越
性
は
、
西
洋
天
文
学
の
物
理
法
則
と
も
リ
ン
ク
す
る
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
っ
た
く
違
う
地
平
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
神
話
的
思
考
と
西
洋
天
文
学
の
合
一
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
宋
学
の
「
太
極
」
や
密
教
に
お
け
る
「
大
日
如
来
」、
宇
宙
的
真
理
た
る
「
法
身
仏
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
中
世
の
国
常
立
尊＝
虚
無
大
元
尊
神
と
は
異
な
る
、
あ
ら
た
な
根
源
的
一
者
が
屹
立
し
て
い
く
こ
と
を
告
知
す
る
だ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
「
近
世
神
話
」
と
し
て
の
産
巣
日
神
の
風
貌
で
あ
る
。
以
上
、
本
稿
を
、
近
世
神
話
と
い
う
視
界
か
ら
『
古
事
記
伝
』
読
ん
で
い
く
「
第
一
章
」
と
位
置
づ
け
て
、
稿
を
閉
じ
た
い
。
〔
引
用
原
典
〕
古
事
記
小
学
館
版
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
日
本
書
紀
小
学
館
版
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
古
事
記
伝
、
そ
の
他
宣
長
の
著
作
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
読
直
毘
霊
水
戸
学
大
系
・
第
二
巻
『
会
沢
正
志
斎
集
』
三
三
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
垂
加
翁
神
説
筑
摩
書
房
版
『
神
道
思
想
集
』
神
代
巻
家
伝
聞
書
・
神
道
大
意
抄
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
・
論
説
編
吉
川
神
道
』
神
書
聞
塵
・
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
・
古
典
註
釈
編
日
本
書
紀
註
釈
下
）』
兼
直
、
兼
倶
・
神
道
大
意
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
論
説
編
卜
部
神
道
上
）』
中
臣
祓
訓
解
・
類
聚
神
祇
本
源
岩
波
版
・
日
本
思
想
大
系
『
中
世
神
道
論
』
神
皇
実
録
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
・
論
説
編
・
伊
勢
神
道
上
）』
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
吉
田
叢
書
『〔
兼
倶
本
・
宣
賢
本
〕
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
』
豊
葦
原
神
風
和
記
神
道
大
系
編
纂
会
『
神
道
大
系
・
論
説
編
・
天
台
神
道
上
）』
〔
注
〕
１
）東
よ
り
子
『
宣
長
神
学
の
構
造
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
、
子
安
宣
邦
『「
宣
長
問
題
」
と
は
何
か
』
初
出
一
九
九
五
年
。
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
な
ど
。
２
）「
近
世
神
話
」
の
概
念
は
、
概
括
的
な
記
述
で
は
あ
る
が
、
斎
藤
英
喜
『
読
み
替
え
ら
れ
た
日
本
神
話
』
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
六
年
、
で
提
示
し
た
。
ま
た
斎
藤
英
喜
「「
物
の
あ
は
れ
」
の
神
話
学
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
〇
八
年
五
月
号
）
で
は
、
本
稿
の
問
題
設
定
の
前
提
を
論
じ
た
。
な
お
、「
近
世
神
話
」
の
方
法
的
提
示
に
つ
い
て
は
、
山
下
久
夫
「「
近
世
神
話
」
か
ら
み
た
『
古
事
記
伝
』
注
釈
の
方
法
」（
鈴
木
健
一
編
『
江
戸
の
注
釈
的
知
』
森
話
社
、
未
刊
）
が
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
て
い
る
。
３
）伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
」（『
文
学
』
一
九
七
二
年
十
月
号
）、
阿
部
泰
郎
「
中
世
王
権
と
中
世
日
本
紀
」（『
日
本
文
学
』
一
九
八
五
年
五
月
号
、
後
に
補
注
を
加
え
て
、
斎
藤
英
喜
編
『
日
本
神
話
そ
の
構
造
と
生
成
』
有
誠
堂
、
一
九
九
五
年
に
再
録
）
な
ど
を
始
発
と
す
る
研
究
。
そ
の
総
括
的
展
望
と
し
て
、
阿
部
「
日
本
紀
と
説
話
」（『
説
話
の
講
座
３
』
勉
誠
社
、
一
九
九
三
年
）、「〞
日
本
紀
〝
と
い
う
運
動
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
九
年
三
月
号
）
な
ど
。
ま
た
「
中
世
日
本
紀
」
に
関
す
る
一
九
九
九
年
ま
で
の
研
究
史
と
し
て
、
原
克
明
「
中
世
日
本
紀
研
究
史
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
九
九
年
三
月
号
）
が
あ
る
。
４
）「
即
位
潅
頂
」
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
義
「
慈
童
説
話
考
」（『
国
語
国
文
』
55
号
、
一
九
八
〇
年
）、
阿
部
泰
郎
「
慈
童
説
話
の
形
成
」（『
国
語
国
文
』
60
号
、
601
号
、
一
九
八
四
年
）
を
始
発
に
、
歴
史
学
プ
ロ
パ
ー
か
ら
は
、
桜
井
好
朗
『
祭
儀
と
注
釈
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
松
本
郁
代
『
中
世
王
権
と
即
位
潅
頂
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
な
ど
。「
中
世
神
話
」
か
ら
「
中
世
神
学
」
へ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
山
本
ひ
ろ
子
『
変
成
譜
』（
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
）、『
異
神
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）、「
至
高
者
た
ち
」（『
日
本
の
神
１
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）、
「
霊
的
曼
荼
羅
の
現
象
学
」（『
宗
教
へ
の
問
い
３
「
私
」
の
考
古
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
小
川
豊
生
「
中
世
神
学
の
メ
チ
エ
」（
錦
仁
・
小
川
豊
生
・
伊
藤
聡
編
『「
偽
書
」
の
生
成
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
三
年
、「
三
界
を
建
立
す
る
神
」（『
日
本
文
学
』
二
〇
〇
六
年
七
月
号
）
な
ど
。
５
）東
、
前
掲
書
１
）
６
）濱
砂
義
弥
「
中
世
神
道
説
の
神
霊
観
」（『
日
本
思
想
史
』
64
号
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
７
）以
下
、『
古
事
記
』
本
文
の
神
名
は
カ
タ
カ
ナ
表
記
、『
古
事
記
伝
』
中
の
神
名
は
宣
長
の
表
記
に
従
う
。
他
の
テ
キ
ス
ト
も
同
じ
。
８
）神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
。
９
）神
野
志
、
前
掲
８
）
10
）こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
伊
東
多
三
郎
「
国
学
と
洋
学
」（『
近
世
史
の
研
究
第
二
冊
・
国
学
と
洋
学
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
参
照
。
な
お
、
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
田
山
令
史
氏
の
教
示
に
よ
る
。
11
）こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
子
安
宣
邦
『
本
居
宣
長
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
も
、「
多
神
教
」
を
標
榜
す
る
「
現
代
神
道
」
と
宣
長
思
想
と
の
差
異
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
12
）小
山
悳
子
「
本
居
宣
長
と
吉
田
神
道
」（『
季
刊
・
日
本
思
想
史
』
第
十
一
号
、
一
九
八
九
年
）。
さ
ら
に
小
山
論
文
は
、
宣
長
か
ら
吉
田
兼
倶
へ
の
繫
が
り
を
論
じ
、
本
稿
執
筆
に
と
っ
て
学
ぶ
点
が
多
か
っ
た
。
13
）山
崎
闇
斎
の
経
歴
、
な
ら
び
に
垂
加
神
道
に
つ
い
て
は
、
平
重
道
『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
を
参
照
。
14
）な
お
江
戸
社
会
に
お
い
て
「
神
道
者
」
は
「
鈴
フ
リ
神
道
者
」
の
蔑
称
を
も
っ
て
三
四
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
社
会
的
に
差
別
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
井
上
智
勝
「
神
道
者
」（
高
埜
利
彦
編
『
民
間
に
生
き
る
宗
教
者
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
小
野
将
「
国
学
者
」（
横
田
冬
彦
『
芸
能
・
文
化
の
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）、
引
野
亨
輔
「
平
田
篤
胤
と
「
俗
神
道
家
」
の
間
」（『
近
世
近
代
の
地
域
社
会
と
文
化
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）、
幡
鎌
一
弘
「
神
学
者
」（
横
田
冬
彦
『
知
識
と
学
問
を
に
な
う
人
び
と
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
、
近
年
の
「
身
分
的
周
縁
論
」
か
ら
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
参
照
。
15
）西
田
長
男
「
本
居
学
の
系
譜
」（『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
七
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、
安
蘇
谷
正
彦
「
本
居
宣
長
と
伊
勢
・
垂
加
神
道
」（『
神
道
思
想
の
形
成
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
）
16
）村
岡
典
嗣
「
垂
加
神
道
の
根
本
義
と
本
居
へ
の
関
係
」（『
増
補
本
居
宣
長
２
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
）
17
）こ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
筑
摩
版
『
神
道
思
想
集
』、
石
田
一
良
の
口
語
訳
、
田
尻
祐
一
郎
『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
、
を
参
照
。
18
）闇
斎
の
学
派
内
部
に
「
儒
学
派
」
と
「
神
道
派
」
が
分
裂
す
る
と
い
う
問
題
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
点
、
丸
山
真
男
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」（
日
本
思
想
大
系
『
山
崎
闇
斎
学
派
解
説
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。
19
）田
尻
祐
一
郎
「
儒
学
の
日
本
化
」（
頼
祺
一
編
『
日
本
の
近
世
13
儒
学
・
国
学
・
洋
学
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）、
前
田
勉
『
近
世
神
道
と
国
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
、
樋
口
浩
造
『「
江
戸
」
の
批
判
的
系
譜
学
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
、
な
ど
参
照
。
20
）惟
足
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
平
、
前
掲
書
13
）参
照
。
21
）丸
山
真
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
第
一
章
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
」
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
。
22
）萩
原
兼
従
は
も
と
も
と
吉
田
家
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
事
情
が
あ
っ
て
「
萩
原
家
」
を
興
し
、
萩
原
兼
従
と
名
乗
る
。
兼
従
は
豊
臣
秀
吉
の
死
後
、
秀
吉
を
神
に
祭
っ
た
豊
国
社
（
現
在
の
京
都
市
・
豊
国
神
社
）
の
社
務
職
に
就
く
が
、
徳
川
幕
府
の
時
代
に
な
る
と
豊
国
社
は
破
却
さ
れ
、
兼
従
も
失
職
し
、
一
時
は
流
罪
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
だ
が
後
に
は
吉
田
家
の
後
見
人
と
し
て
吉
田
神
道
の
発
展
に
尽
く
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
自
分
の
子
息
が
い
ま
だ
幼
か
っ
た
の
で
、
弟
子
の
吉
川
惟
足
に
吉
田
神
道
の
正
式
な
継
承
者
の
資
格
を
与
え
た
。「
唯
受
一
人
」、
つ
ま
り
ト
ッ
プ
の
弟
子
ひ
と
り
だ
け
に
伝
え
る
「
四
重
奥
秘
」（
神
籬
磐
境
之
伝
）
と
い
う
秘
儀
の
伝
授
で
あ
る
。
た
だ
し
伝
授
す
る
と
き
の
条
件
と
し
て
、
兼
従
の
子
息
の
成
人
後
は
道
統
を
「
返
伝
授
」
す
る
、
つ
ま
り
兼
従
の
子
息
に
道
統
を
返
す
こ
と
と
取
り
決
め
て
あ
っ
た
。
だ
が
惟
足
は
そ
の
約
束
を
破
り
、
自
分
の
息
子
の
吉
川
従
長
に
継
承
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
以
上
、
平
、
前
掲
書
13
）を
参
照
。
23
）久
保
田
収
『
中
世
神
道
の
研
究
』
第
四
章
「
吉
田
神
道
の
成
立
」
臨
川
書
店
、
一
九
五
九
年
。
24
）西
田
長
男
「『
神
道
大
意
』
提
要
」、
前
掲
書
15
）。
25
）西
田
、
前
掲
論
文
24
）。
26
）山
本
ひ
ろ
子
「
神
道
五
部
書
の
世
界
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
八
七
年
九
月
号
。
後
に
斎
藤
英
喜
編
『
日
本
神
話
そ
の
構
造
と
生
成
』
有
誠
堂
、
一
九
九
五
年
に
再
録
）
27
）小
山
悳
子
『
日
本
人
の
見
出
し
た
元
神
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
八
年
、
参
照
。
28
）宣
長
が
見
出
し
た
「
古
語
」＝
日
本
語
は
、『
古
事
記
』
の
「
上
古
」
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
「
中
古
」
の
視
線
か
ら
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
山
下
久
夫
「
宣
長
・
無
文
字
社
会
像
と
「
中
古
」
の
視
線
」
『
枯
野
』
第
九
号
、
一
九
九
二
年
。
後
に
斎
藤
英
喜
編
『
日
本
神
話
そ
の
構
造
と
生
成
』
有
精
堂
、
一
九
九
五
年
、
に
再
録
）を
参
照
。
ま
た
宣
長
の
「
古
語
」
が
「
徳
川
体
制
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
イ
確
立
」
に
連
動
す
る
こ
と
は
、
呉
哲
男
『
古
代
日
本
文
学
の
制
度
論
的
研
究
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
三
年
、
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
村
井
紀
『
文
字
の
抑
圧
』
青
弓
社
、
一
九
八
九
年
、
子
安
、
前
掲
書
1
）も
参
照
。
29
）日
野
龍
夫
「
宣
長
に
お
け
る
文
学
と
神
道
」『
宣
長
と
秋
成
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
。
30
）こ
の
あ
た
り
の
最
新
の
研
究
と
し
て
は
、
金
沢
英
之
『
宣
長
と
『
三
大
考
』』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
桂
島
宣
弘
「
幕
末
国
学
の
転
回
と
佐
藤
信
淵
の
思
想
」
（「
思
想
史
の
十
九
世
紀
」
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）
遠
藤
潤
「
国
学
の
天
体
論
と
神
代
」（『
平
田
国
学
と
近
世
社
会
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
山
三
五
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
第
九
十
四
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）
下
久
夫
「
天
地
生
成
を
語
る
『
古
史
伝
』
の
視
線
」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
』
第
五
号
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
を
参
照
。
（
さ
い
と
う
ひ
で
き
人
文
学
科
）
二
〇
〇
九
年
十
月
十
三
日
受
理
三
六
近
世
神
話
と
し
て
の
『
古
事
記
伝
』
斎
藤
英
喜
）
